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・国語は4％、算数は3％ほど全国平均を下回った。

・国語への関心が全国平均よりも12％下回った。

これについては前回の調査でも同じような傾向が

あったが、今回は算数への関心も前回より下がり、

6％ほど下回った。

・主体的な学び、対話的な学びについては、20％

ほど全国平均より下回った。両者ともに前回の調

査よりも数値が下がっている。

・国語科では、生活と関連する課題を取り上げ

たり、自分の考えを深めていく楽しさを感じさ

せたりすることで国語への関心を高めていく。

・算数科では、習熟の時間を確保するとともに、

単位を書く、公式や用語を覚えることなど、基

礎・基本の定着を図る。

・総合的な学習、学級活動、道徳の授業などで、

主体的に取り組む活動や対話的な活動を多く取

り入れる。経験を多く積むことで成功体験を蓄

積し、活動への意欲を高めていく。

・規範意識、自己有用感、生活・学習習慣についてはほぼ全国平均と同じ値である。

・国語、算数の正答率や、算数への関心は全国平均を少し下回る。

・国語科への関心、主体的な学び、対話的な学びが低い値を示している。

・ｅライブラリーなど、タブレットを活用した

学習を取り入れることや宿題の精選など、家庭

学習を工夫する。

・生活、学習習慣の安定と､自己有用感の醸成

について、家庭、地域に働きかけ、連携して取

り組んでいく。


